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日
本
水
彩
畫
會
大
阪
支
部
會
告

（
五
月
十
日
）

△
當
支
部
代
表
幹
事
北
山
清
太
郎
上
京
せ
ら
れ
候
に
付
き
都
合
上
支
部
事

務
所
を
大
阪
市
東
區

南
農
人
町
二
丁
目
五
七
大
隅
直
造
方
に
置
き
候
間
入

會
希
望
者
は
、
右

の
所

へ
御
申
込
み
下
さ
れ
度
候

△
當
支
部
幹
事

一
名
不
足
を

告
げ
し

爲
大
隅
直
造
を

之
れ
に

任
ぜ
ら
れ

候
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△
第
四
回
寫
生
會
は
來
る
五
月
十

五
日
午
前
七
時
天
滿
停
留
所

に
集
合
し

寝
屋
川
方
面
に
向
ふ
筈
に
候
。

 
 
 
 
通

信

 
 
 
 
 
 
○

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
は
昨
年

の
三
月

『
み
づ
ゑ
』
を
初

め
て
手
に
し
ま
し
て
同
時

に
研
究
所

の
別
科

へ
入
學
し
ま
し
た
極
め
て
初
學
の
者
で

ご
ざ

い
ま
す
。
僅
か

一
年

間
そ
れ
も
日
曜
だ
け

の
誠

に
淺

い
研
究
で

ご
ざ

い
ま
す
が
得
る
所

の
多

い

の
に
心
か
ら
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
青

い
麥
の
間
に
菜

の
花
交
り
て
畷
の

末
に
白
帆
が
霞
み
彼
方

の
茅
屋
に
桃

の

一
株
紅
を
點

じ
撥
釣
瓶
は
音
も
な

く
蝶

々
二
つ
東
風
吹
く
中
を
狂

ふ
が
如
き
長
閑
な
る
春

の
景
色
、
又
は
新

緑
滴

る
夏
の
朝
、
萬
象
金
色
を
彩

る
秋

の
夕
陽
等
か
う
し
た
郊
外

に
た
ま

た
ま

一
日
を
繰
合
せ
三
脚
と
ス
ツ
ケ
ツ
チ
箱
を
携

へ
て
自
然
と
親

し
む
其

時

の
愉
快
さ
は
實

に
無
限
で
ご
ざ

い
ま
す
。
假
令
其
畫

は
拙
な
る
に
も
せ

よ
受
く
る
所
の
利
益
は

ひ
と
り
技
術

の
進
歩

の
み
に
止
ま
り
ま
せ
ん
。
吾

々
誘
惑
に
陥
り
や
す
き
靑
年
期

に
斯

の
如
き
良
好
な
娯
樂
を
味

ふ
事
を
得

た

の
は
實
に
先
生
の
賜
と
存

じ
ま
し
て
失
禮
を
も
顧

み
ず
茲

に
禿
筆
を
舐

つ
て
御
禮
を
串
し
上
げ
た
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
終
り
に
臨
み
て
謹
で
先

生

の
健
康
を
祝

し
研
究
所
の
發
展
を
祈
り

ま
す
。
不
備
 
 
 
 
 

 

四
十

四
年
四
月
十
五
日

 

 
 
別

科

生
　

小

林

喜

太

郎

 
 
 
 
寄

書

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
京

城
寫

生

 
 
 
 
 
 
西
大
門
 
 

 
 
 
 
 

京

城
 
横

田

塔

村

風
無
く
暖
く
四

邊

の
山

々
紫

に
靑
に
彩
ら
れ
し
四
月

の
日
、
内
地
に
あ
り

て
は
岡
の
畑

の
菜
花

に
は
黄
白

の
蝶

の
舞
ひ
、
輕
き
風
は
緑
な
す
麥
を
吹

き
て
海

の
如
く
、
こ
れ
た
だ
海
外

の
人
に
眼
前
に
現
は
る
ゝ
故
郷
戀
し
き

念

。

庭

の
ポ
プ
ラ
も
漸
く
元
氣
附
き
來
り
し
が
、
ま
だ
梅
も
咲
か
ぬ
朝
鮮
で
は

あ
る
が
、
今
日
は
馬
鹿
に
好

い
小
春

の
や
う
な
日
な
り
。

南
大
門
通
り
に
出
た
僕
は

、
路
を
長
谷
川
町

へ
と
韓
國
銀
行
新
建
築
場

の

左
を
辿

つ
た
。
支
那
式

の
家
屋
が
列
ん
で
居
る
、
左
側
の
芝
土
手

に
白
壁

の
塀
が
廻

つ
て
、
中
に
は
温
か

い
温
室
の
如
き
家

の
硝
子
屋
根
が
太
陽
の

光
で
美
し
く
光
つ
て
居
り
、
西
洋
舘

の
建
物
も
あ
り
窓
と
は
赤

ヘ
カ
ー
テ

ン
が
引
か
れ
て
、
漸
く
芽
を
出
し
て
來
た
木
は

庭

一
帯

に
植
込
め
ら
れ
て

あ
る
、
暖
國

の
別
荘

の
樣
な
家
、
門
前

に
は
歩
硝
が
立
ち
居
る
軍
司
令
官

の
官
舎
で
あ
つ

た
、
其

の
前

に
は
大
隊
兵
營

が
あ
り
、
右
側
に
は
廢
宮
が

あ
つ
て
、
高

い
五
十
の
塔
は
寂

し
く
立

つ
て
居
る
、
露
道
に
入
る
と
紅
燈



軒

を
列
ら

べ
た
温

突
家

屋
、
之
れ

が
京
城

の
不
夜

城
で
長
谷

川
町
な
り

。

大
漢

門
前

に
出
た
、
質

素
な
宮

殿
で

あ

る
、
朝
鮮

の
近
衛
兵
が
銃

を
持

し

て
二
人
哨

し
て
居
た

、
此
處

は
李

大
王
殿

下

の
宮
殿

な

り
。

此

の
宮

殿

は
西
署

に
あ

り
、
往
時
圓

山
大
君

の
邸
跡

な

り
し
と
云

ふ
、
正
門

を
大
漢

門
と
稱

し
て

一
度

火
災
あ

り
て
再
建
せ

ら

れ
た

る
と
聞
く
。

朝
鮮
式

の
石
塀

が
園

つ
て
居

る
、
塀

の
側
を
行

け
は
西
洋

の
繪

な

ど
に
好

く
見

る
橋
門

が
あ
る
、
左
側

に
は
赤

い
煉

瓦

の
洋

舘

と
青

く
塗

ら
れ

た
洋

舘
が
建

つ
て
居

、
之

れ
が
度
支
部

て
、
橋
門
を
く
ゞ

れ
ぱ

ホ
プ

ラ
樹

の
林

の
如
く
茂

り
し
處

あ
り

て
、
中

に
英
米
佛
露

の
各
領
事
舘

が
有

る
、
所

々

の

マ
ス
ト

の
上

に
は
各
國
旗

が
暖

き
肩

の
光
を

あ
び

て
ダ

ラ
リ
と
下

つ
て

お
る
。
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

右

を
見

る
と
慶
運

宮

の
中

に
、
御
影

石

に
て
作
ら

れ
た
、
一

見
西
洋

の
離

宮

の
如
き
洋
舘
が
、

窓
も
暗

い
程

に
見
え

る
、
仲

々
立

派
な
家
で
あ

る
と

思

つ
た
、
此
處

で
李

大
王
終
日

の
勞

を
慰

す
る
で
あ

ら
う
か
。

足

は

い
つ
し

か
領
事

館
通

り

垢
入

つ
て
居

た
、

ソ

レ
タ
ケ

ホ
テ
ル

と
云
ふ

看
板
が

あ

つ
た
、
行
く

と
西

洋
婦
人

が
林

中

に
逍

遙
す

る
を
見

て
、

一
種

の
印
象

を
與

へ
ら
れ

た
、
西
洋

女

の
子
を
乳

母
車

に
乗

せ
て
來

る
の
で

ス

ケ
ツ
チ
帳
を

出
し
て
寫

し
た
、
女

は
ジ

ロ
ジ
ロ

僕

を
見

て
過
ぎ
た
。

西

大
門

に
出
た
、
門

は
小

さ

い
が
天
井

の
繪

だ
け
は
他

の
門

よ
り

明
か

に

見
え

る
、
火
を
掴

み
た

る
猛
虎

口
を
開

い
て
何
物

に
て
も
來
れ

よ
と
後

足

に

て
立

ち
た
る
樣

は
面
白
く
、
昔
時

を
想
ば

し
め
る

、
附
近

の
城
壁

は
崩

れ

て
石

の
間

よ
り

は
茨
が
茂

つ
て
居

る
樣

は
五

百
年
前
を
想

は
し
め

て
亡

國

の
悲

し
さ
が
胸

に
迫

る
。

明
治
四
十

年

に
日
韓
協
約
發

布

せ
ら

る
ゝ

や
、
門

外

に
あ

り
し
朝

鮮
兵
營

に
在

り

し
兵
隊

は
皆
憤
怒

し

て
武
装

し
、
門

内

に
入

る
や
反
旗

立

て
て
我

が
軍

に
抵
抗

し
て
戰

ひ
し
時

は
、
我

軍
肉
薄

し

て
門

内

に
爆

裂

弾

を
投

じ
、
突
進

し

て
大

ひ

に
叛
賊
を
破

り
し
處

、
時

に
我

が
梶
原
歩
兵

大
尉

の

戰
死
せ
し
事

は
諸
君

の
知

る
處

な
ら
ん
、
爲

め
に
城

壁

に
は
機
關
銃

及
小

銃

の
彈

蹟
を

存

ぜ
り
、

さ
れ
ど
今

は
漸

く

に
し

て
昔
時

の
面
影
を
残

す

の

み
、
電
車
鍾

路
よ

り
來

り
此
處

を
通

じ
て
麻
浦

に
到

る
。

門

を
寫

生

し
て
外

に
出
つ

れ
ば
、

右

に
舊

朝

鮮
兵
營

、
又
我

が
砲

兵
隊

の

居

リ
し
處

、
左

に
西
大
門
驛

を
遠

く
見

て
、
道

を
義
州
街
道

に
運

べ
ば
、

小
山

の
上

に
洋
館

の
散
在

す

る
あ
り

て
心
地

好
く
感

ぜ
り
。

獨
立
門

及
獨

立
館

あ
り

、
門

は
正
面
に
獨

立
門

な

る
三
字

を
記

し
た
る
凱

旋

門

の
如

き
門
な
り
、
館

は
洋

風

に
し
て
、

又
韓
家

屋
も
存
ず

、
亦
僕

を

し

て
此

の
歴

史
を
語

ら

し
め
ん
乎
。
 

 

 

 
　

初

め
館

を
慕
華
樓

若
く

は
武

二
所
と
稱

し
、
武
料

の
登

用
試
験
所

た
り
し

こ
と
あ

り
、
後

明
使

の

口
説

に
隨

ひ
門
を
迎

恩
門
と
改

め
、
送

迎
を
此

の

門

に
於

て
行

ひ
た

り
し

が
、
明
治

二
十
八
年

日
清
役

後

、
全

く
淸

國
と

の

關
係

を
絶

ち
、
獨

立
國

を
宣
揚

し
、
獨

立
門
と
改

め
、
同
時

に
慕
華
樓

を

轉
稱

し
獨

立
館

と
爲

す
、
更

に
傍

に
國
民
演
説
臺

を
設
け

て
、
專

ら
一

進

會

の
會
場

に
充

て
た

り
き
、
街

道
を
辿

れ
ば
義
州

に
到

る
な
り
。

歸
り

に
慶
熈

宮
を
見

る
、

西
大
門
内

に
あ

る
な
り

、
來

て
誰
れ
で

も
眼

に

つ
く

は
高
架
橋

な

り
、
進

み
行
け
ば

則
ち
慶

熈
宮

に
到

る
、
門

前

に
は
總

督

府
立
中
學
校

の
看
板
掛

り
居
れ

り
、
門
内
廣

き
空
地

に
し
て
、
兒

童

の

遊
場

と
な
り
居

れ
り

、
裏

の
小
山

に
は
小
松

茂
り

て
、
空

地

に
唯
一

つ
の



朝
鮮

家
屋

あ
り
、
左

向

に
中
學

校

の
校
舎
聳

ゆ
、
宮

は
本
朝

元
宗

の
舊

邸

な
り
、
光
海

君

の
建

造

に
係

り
て
、
外
壇

の
高

さ

二
十

五
尺
、
五

門

を
有

せ
し
と
、

現
時
は
皆
廢
毀

せ
ら
れ
唯
前

面

の
興

化
門
を

有
す

る

の
み
、
然

る
に
、
明

治

三
十
三
年

に
及
ん
で

、
慶
運
宮

の
後

苑
を

造
ら

ん
と
し
て
、

宮

壇
を
別
所

に
改
築

し
其

所
よ
り
此
處

に
高
架
橋

を
架

し
虹

橋

と
稱

す
。

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（
四
月
四
日
の
記
）

 

 
 
 

東
大

門
附
近

朝

鮮

の
こ
と
だ

か
ら
、
花
見

の
歸
り

で
は

な

い
が
、
四
月
軟

風

の
吹

く

十

二
日

に
、

ス
ケ

ツ
チ
ブ

ツ
ク
を
懐

に
散

歩
か

た
が
た

出
か
け

た

の
は
光
化

門

前
、
門
内

を
見
物

す
る
氣
で

も
な
け

れ

ば
。
西
大
門

に
行

く
氣

も
な

い
、

西
大

門
は
前

に
見

た
。
西
門

の
方

か
ら
電
車
が
走
つ

て
來

る

の
で
、
萬
歳

門

と
云

ふ
石
碑

の
あ

る
處

か
ら
電
車

に
乗

り
、
朝
鮮
人

の
莨

の
香

ひ
を
嗅

ぎ

つ
ゝ

、
鍾

路
で
下
車

し
、
大
審
院

地
方

裁
判
所
區

裁
判

所
檢

事

局
と

云

ふ
看
板

の
門

に
掛

つ
て
、
奥

に
は
石
造

の
洋
館

が

い
か
め
し

く
立
ち
居
れ

り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

僕

の
眼
前

に
は
、
す

ぐ
靑

い
顏

の
罪

人
や
髯
顏

の
判
檢

事

が
現

は
れ

た
、

鍾

路

の
十
字
街

へ
來

た
、
此
處

は
京
城

の
中
央

に
位

し
て
京
城
第

一
の
繁

昌

地
で

あ
る
、
電
車
は
此
處

を
中
點

と
し

て
南

西
東

の
兩

三
大
門

と

の
分

岐
點
と

も
な

る
處

な
り
。

街
角

に
普
信

閤
あ
り
。
之

は
俗

に
鐘
樓

と
稱

し
、

中

に
大

鐘
を
釣

る
し
置

け
り

、
今

を
去

る
四
百
年
前

の
鑄

造

に
係

り
、
高

さ

一
丈
餘

周
圍

二
丈

、

往
時
之

を
崇
禮
門

（
南
大

門

）
に
置

き

て
、
日
出

日
没

二
回

之
を
打

鳴

ら

し
時
を
報

ぜ
し
と
、
後

明
將

揚
鎬

更

に
此

の
樓

に
移

し
た

る
な
り
と

云
ふ
。

僕

小
石
を
拾

ひ
て
鐘

に
な

げ

つ
け

れ
ば

『
コ
ア

ン
』
と
微

な
響

を
な
す
。

此

の
街
京

城

の
銀
座

な
り
、
木

綿
紙
類
米
穀

が
名
高

く
し
て
、
鮮
人
禮
式

に
用
ふ

る
諸

道
具

は
皆

此
處

で
求

め
る
な
り
。
電
車

に
て
東
大
門

に
走

る
、

途

中
電
氣
會
社

を
車
窓

に
見

れ
ば

、
皇

城
基
督
靑

年
會

の
會
館
が

あ
る
。
正

面

の
「
皇
城
基
督
靑

年
會

」
な

る
六
字

は
内
地

に
遊
學

な
さ
れ

あ
る
李
世

王

子

の
筆

と
か
聞

く
。
東
亞

煙
草
會
社

工
場

が
在

り
て
、
盛

ん

に
莨

を
製

造

し

て
居

る
、
途

中
パ

コ
タ

公
園

あ
り
、
鐵
門
を
鎖
し

て
見

物
を
ゆ
さ
ゞ

る

な
り
、
園
内

に
温
室

あ
り
、
有
名

な
る
蝋

石

の
塔

あ

り
て
、

十
三
層

よ
り

な

る
故

、
十
三
層

塔

と
云

ふ
、
此

の
塔
今

は
十
層

に
し

て
、
上

三
層
は
文

祿
役

に
我
軍

本
國

に
持
歸

ら
ん

と
し
て
落

せ
し
も
、
重

く
し

て
遂

に
意

の

如

く
な
ら
ず
、
其
儘
放
棄
せ

ら
れ

て
今

日
に
至
れ

り
。

今
を
去

る

五
百

六
十
年

前
、
高
麗

時
代

の
荷
物

に
し

て
、
佛
像

を
各
層

各

伯

に
彫

刻
し

あ
り
、
内
外
人
最
も

珍
物

と

な
し
居

れ
り
。
又
園

内

に
龜
碑

あ

り
て
、
花
崗

石
よ

り
成

り
、
十

尺
有
餘

皆
上

に
大

理
石

の
碑

を
建

つ
、

碑

に
龍

珠
な
爭

ふ

の
状
を

刻
す
、
横

に

「
大
圓
覺

寺
之
碑

」
な

る
六
字

を

刻

せ
り
、碑

文

は
鄭
蘭
宗

の
書

に
し
て
實

に
四
百

二
十

年
前

の
遺
物

な

り
。

李

王
宮
殿

前

に
て
電
車
を
降

り
、
門
を

見
に
行
く
。
門

前

に
歩
哨

二
名
居

れ
り

、
宮

を
昌
徳
宮

と
稱

し
、
昌
慶
宮

の
西
北
隣

に
あ
り
、
等

し
く
太
祖

李

成
柱

の
建

造
な

り
、
文
祿
の

役

に
先

だ
ち

て
燒

失

せ

し
を
光
海

君

の
朝

に
至

り
再
築

し
た

る
物

な
り

と
云

ふ
、
敦

化
門
を
正
門

と
す
、
敷
地
頗

る
廣

大

に
し

て
大
樹

繁
茂

し
、
森
を

な
す

、

三
角

山
麓

に
位
し
、
幽
邃
靜

雅
、

然

の
風
景

に
富

み
、
加

ふ
る

に
數

堂
樓

門
離
亭
連

り
、
庭

の
中

央

に
園
池

を
造
り

、
林
泉

四
流
龜
竈

郡
を

な
し
、
多
數

の
白
鷺

飛
翔

し
、

一
度
枝

を



闕
内

に
曳
け
ば
歸

る
を
忘

る
ゝ

と

云
ふ
、
然

し
之
は

四
年
前

の
開

放
時
で

あ

つ
て
、
今

は
觀
覽

を
許

さ
す
、
門

を
寫

し
て
歸

り
し
。
 

 

 

 
 

 
　

亦
電
車

に
て
東
大
門

の
市
場

に
下
車

、
門

を
入

れ
ば
種

々
の
商
店
は

客

を

呼
び
引
く
聲

面
白

し
、
田
舎
者

の
買
物
は

甚

だ
好
き
所
な

り
、

マ
ッ
チ
石

油

が
好
く
賣

れ

る
、
次
は

米
穀

で

あ
る
と
云
ふ

、
樣
々

の
顏

を

ス
ケ

ッ
チ
帳

に
お
さ
め

て
、
東

大
門

の
樓

上
に
昇

る
、
夕

日
正
に
没

せ
ん

と
し
て
一

分

時
光
景

絶
な
り
。

市

中

の
眺
め
ば

一
眸

の
下

に
集
り

、
炊
煙

の
市
中

に
棚
引

き

て
、
西
大
南

大
兩

門
方

面
は

見
え
ず
、

下
な

る
發

電
所

の
機
械

の
音

荒

々
し
く

聞

え
、

煙
突

よ
り
吐
く
煤

煙
は
夕

べ
の
空

に
横

は

り
ぬ
。

そ
も
そ
も

門
は

今

を
去

る
五
百
年
前
、
李

朝

の
最

初
期

に
建

て
、
二
層
樓

よ
り
な
り
て
結
構
壮

麗

を
極

む
。
廢

れ

し
悲

し
さ

に
に
樓

内
惡

書

あ
り

、

板

は
取
ら
れ
見
る

影

も
な

い
が
外

部
は
依
然

と
し
て
立
派

で
あ

る
、
太
祖

李

成
桂

の
築
く
所

に
し
て
、
京
城

八
城
門

の
第

二
位

に
あ

れ
り
、
城
壁
は

市

を
廻
り

て
北
漢

山
上
に
到

る
、
門
外

は
遠

く
山

又
山

に
し
て
、
夕
陽

に

彩

ら
れ

し
樣
は

筆

紙

に
盡

し
が

た
し
、
門

外
近
く

に
南
廟

あ
り

、
關

羽
を

祭

る
所

に
し
て
、
文

緑

の
後
我
軍

の
爲

め
に
、
朝

鮮

八
道
を
蹂
躪

せ
ら
れ
、

明
の
援

兵

に
よ
り
亡
滅

を
支

へ
つ
ゝ

あ
り

し
が
、
偶

々
豊
太
閤

の
薨

す
る

に
際

し
、
軍
を
引
上
げ

た
る
を

、
彼
等
は
倭
寇

を
國
外

に
驅
逐

し
た

る
な

り
と
爲

し
、
明

軍

の
聲
言

に
惑

さ
れ
、
是

れ

全
く
關
羽

遺
靈

の
奇

蹟
な
り

と
信

じ
、
宮

殿
を
建
て

關
羽

を
禮
拜

す

る
に
至

れ
り
。

北
廟
は
惠

化
門
附

近

に
あ
り

て
、
南

東
兩

廟

に
比

し
規
模
小

な
れ

ど
、諸
般

の
設
備
南
朝

を
模

倣
せ

り
、
先

帝
即

位
後
或
夜
關
羽

を
夢
み

、
次
で
閔

后

も
亦

同

一
の
夢
を
見

玉
ふ
不
思
議

に
よ
り

、
此
地

を
相
し
此

の
廟

を
建

て

し

と
あ
れ
ど
、
南
廟
東
廠

は
明
兵

の
言

に
惑

は
さ
れ

た
る
な

り
。

 
電
車
門
外

に
走
り

て
住

十

里
に
到

る
、
途
中
並
木
柳

あ
り

て
、
附
近

一
帯

田
畑

、
左

に
遠
く

北
漢
山

の
峯

を
見

る
、
佳
十

里

に
て

電
車
を
降

り
て
閔

妃

の
陵

を
見

る

に
は

、
一道
を
山

に
入
り

、
松
松

の
間

を
進

め
ば

、
煉

瓦

の

綾

守
舎

に
到

り
、
門
を

見

る
可

し
、
門
外

に
陵

あ
り

て
、
壇
上

に
土
饅
頭

の
塚

あ
り
、
此
れ
則
ち
閔

妃

の
墓

に
し
て
馬
、
虎

、
武
人

の
石
像

を
立

て

あ
り
、

附
近

一
帯

小
松
山

あ

り
、
芝
山
あ

り

、
北
、
漢

南
山

の
兩
山

見
え

て
風
光
美

な
り
、
僕

は
昨
秋

遊

び
て
附
近
を
寫

生

せ
り

、
詩

人
畫

家

の
訪

は
ん
事
を
望

む
と
處な
り
。
 
 
 
 
 
 

 

發
電
所

の
側

に
於

て
、
興
仁
門

（
東

大
門

）
を
寫

し
て
火
葬
場
を
過

ぎ
て

光
熈
門

に
到
る
、
夕
墓

の
火
葬
場

に
赤
き
煙

空
を
見

し
時

は
、
僕

の
心
は

唯
恐

ろ
し
く
感
ぜ
ら

れ
た
、
城
壁

は
昔

時

の
儘
殘

り
居

り
て
古

城
廢

城
哀

愁

の
感

を
起
さ

し
む
光
熈
門
外
及
城
壁

を
夕

陽
彩

り
て
、
景

の
よ
さ

は
筆

に
盡

し
難

し
。

唯

僕
は
、
諸
先

生

の
早
く
朝

鮮
を
訪

れ
て
、
廢

れ

し
光
景

を
寫

さ
れ

ん

こ

 
と
を
切
望
す

る
處

な

り
。
（四
月
十
三
日
夜
）

■
日
本
水
彩
畫
會

及
春
鳥
會
人
會
者
名
簿
は

次
號
に


